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こ
の
ほ
ど
、
下
田
市
の
人
権
擁

護
委
員
に
、
新
任
と
し
て
進
士
照

枝
さ
ん
、
再
任
と
し
て
藤
井
忠
さ

ん
と
朝
比
奈
博
光
さ
ん
が
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。
市
の
人
権
擁
護
委
員

は
、
今
回
委
嘱
を
受
け
た
３
名
の

方
の
ほ
か
、
宮
川
元
明
さ
ん
、
和

泉
�
子
さ
ん
の
計
５
名
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住
民

の
人
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
見
守

り
、
人
権
が
侵
さ
れ
た
人
が
い
た

場
合
に
は
、
そ
の
相
談
を
受
け
る

と
と
も
に
、
法
務
局
な
ど
の
専
門

機
関
と
連
携
を
と
り
救
済
し
ま
す
。

　

ま
た
、
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め

の
活
動
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
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虐
待
・
差
別
等
の
人
権
に
関
す

る
悩
み
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

日
時　

２
月　

日 （
水
）

２７

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

場
所　

市
役
所
第
１
委
員
会
室

問
合
せ
先

下
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
事
務

局 （
静
岡
地
方
法
務
局
下
田
支
局
内
）

�
�
０
５
３
４

福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

�
�
２
２
１
６

　

１
９
８
１
年
、
北
方
領
土
問
題

に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
理
解
を

さ
ら
に
深
め
、
全
国
的
な
北
方
領

土
返
還
要
求
運
動
の
一
層
の
推
進

を
図
る
た
め
、
政
府
は
２
月
７
日

を
北
方
領
土
の
日
と
定
め
ま
し
た
。

な
ぜ
、
２
月
７
日
な
の
？

　

嘉
永
７
年　

月
、
ロ
シ
ア
使
節

１０

プ
チ
ャ
ー
チ
ン
が
乗
っ
た
デ
ィ
ア

ナ
号
が
下
田
に
来
航
し
ま
し
た
。

彼
ら
の
目
的
は
日
露
北
方
国
境
の

画
定
と
開
港
で
し
た
。

　
　

月
に
入
り
第
１
回
の
条
約
締

１１
結
交
渉
が
福
泉
寺
に
お
い
て
開
始

さ
れ
ま
し
た
が
、
翌
日
、
安
政
の

大
地
震
に
よ
る
大
津
浪
に
よ
り
下

田
は
壊
滅
的
な
被
害
を
う
け
ま
し

た
。
交
渉
は
、
こ
の
よ
う
な
中
で

第
２
・
３
回
は
玉
泉
寺
で
、
第
４
・

５
回
は
長
楽
寺
に
場
所
を
移
し
て

続
け
ら
れ
、
安
政
元
年　

月　

日

１２

２１

（
１
８
５
５
年
２
月
７
日
）、
長
楽

寺
に
お
い
て
日
露
通
好
条
約
が
締

結
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
条
約
で
、
両
国
の
国
境
を

択
捉
島
と
ウ
ル
ッ
プ
島
の
間
に
定

め
、
択
捉
、
国
後
、
色
丹
、
歯
舞

の
四
島
は
日
本
の
領
土
と
し
、
ウ

ル
ッ
プ
島
か
ら
北
の
千
島
列
島
は

ロ
シ
ア
領
と
す
る
こ
と
が
確
定
し
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地
方
税
の
滞
納
整
理
の
専
門
組

織
、
静
岡
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

が
１
月　

日
に
設
立
さ
れ
、
４
月

１５

１
日
よ
り
業
務
を
開
始
し
ま
す
。
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滞
納
整
理
機
構
は
、
静
岡
県
と

県
内
す
べ
て
の
市
や
町
が
参
加
し

組
織
さ
れ
た
、 地
方
自
治
法
に
基
づ

く
公
共
団
体
（
広
域
連
合
）
で
す
。

　

県
や
各
市
町
か
ら
、
悪
質
な
滞

納
者
な
ど
、
処
理
が
難
し
い
滞
納

案
件
の
移
管
を
受
け
、
滞
納
処
分

（
差
押
や
公
売
な
ど
）
を
中
心
と

し
た
滞
納
整
理
を
専
門
に
行
う
機

関
で
す
。
こ
の
機
構
は
、
県
と
市

町
か
ら
の
派
遣
職
員
で
構
成
さ
れ
、

弁
護
士
な
ど
の
支
援
を
受
け
な
が

ら
、
財
産
調
査
と
滞
納
処
分
に
あ

た
り
ま
す
。
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市
税
務
課
で
は
、
機
構
へ
滞
納

案
件
を
移
管
す
る
前
に
、
移
管
予

定
者
に
対
し
て
納
税
催
告
書
兼
移

管
予
告
書
を
送
付
し
ま
す
。
催
告

書
に
記
載
さ
れ
た
期
日
ま
で
に
納

付
意
思
が
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場

合
は
、
市
か
ら
機
構
へ
滞
納
案
件

が
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先

税
務
課　

�
�
２
２
１
８

��������	�
���

徴収が難しい滞納案件
（悪質な滞納者など）

��������	
�

通

帳

�預金 �給料 �自動車

�土地、  建物
�カメラ、  時計

徴収金

公売により換価

イ ン タ ー ネ ッ ト公売な ど 差押え

徹底した財産調査

ま
し
た
。
ま
た
、
樺
太
は
両
国
民

混
住
の
地
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
歴
史
的
な
意
義
と
、
平
和

的
な
外
交
交
渉
に
よ
っ
て
領
土
の

返
還
を
求
め
る
北
方
領
土
返
還
要

求
運
動
の
趣
旨
か
ら
、「
北
方
領
土

の
日
」
と
し
て
最
も
適
切
な
日
と

さ
れ
た
の
で
す
。

　

２
月
７
日
（
木
）、
長
楽
寺
〜
玉

泉
寺
間
を
コ
ー
ス
と
し
て
「
北
方

領
土
の
日
」
記
念
史
跡
め
ぐ
り
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

午
前　

時
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
約
１

１０

時
間
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

 「
北
方
領
土
の
日
」記
念
下
田
の
集

い
実
行
委
員
会
（
市
役
所
総
務
課

内
）
�
�
２
２
１
１

交
通
規
制
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
！

→
ロ
シ
ア
の
領
土

日本の領土

←

1855年

日露通好条約に基づく国境線日露通好条約に基づく国境線日露通好条約に基づく国境線

守
ら
れ
て
ま
す
か

守
ら
れ
て
ま
す
か

あ
な
た
の
人
権

あ
な
た
の
人
権

守
ら
れ
て
ま
す
か

守
ら
れ
て
ま
す
か

あ
な
た
の
人
権

あ
な
た
の
人
権
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広報しもだ  ２００８. ２ 月号  －６－

　

昨
年　

月
に
任
期
満
了
に
伴
う

１２

改
選
が
行
わ
れ
、　

人
の
皆
さ
ん

５６

が
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
３
年
間
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地

域
福
祉
の
良
き
支
援
者
と
し
て
活

動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

子
育
て
に
関
す
る
こ
と
、
高
齢

者
の
悩
み
、
介
護
に
関
す
る
こ
と

な
ど
、
福
祉
に
関
す
る
心
配
ご
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ひ
と
り
で
悩

み
を
抱
え
込
ま
ず
、
お
住
ま
い
の

地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
常
に
み
な

さ
ん
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
の

り
ま
す
。
そ
し
て
、
関
係
機
関
と

の
パ
イ
プ
役
を
務
め
る
な
ど
、
問

題
解
決
を
継
続
的
に
お
手
伝
い
し

ま
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

は
守
秘
義
務
が
あ
り
、
相
談
内
容

や
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

お
住
ま
い
の
地
区
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
連
絡
を
取
り
た
い
方
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
つ
い
て

も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、 福

祉
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

�
�
２
２
１
６

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
は
、

民
生
委
員
法
並
び
に
児
童
福
祉

法
に
基
づ
い
て
厚
生
労
働
大
臣

よ
り
委
嘱
さ
れ
た
委
員
で
地
域

に
お
け
る
社
会
福
祉
の
増
進
に

つ
と
め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

住
民
の
立
場
に
立
っ
た
い
ち
ば

ん
身
近
な
相
談
支
援
者
と
し
て

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
支
援
す
る

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
中

に
は
、
児
童
福
祉
に
関
す
る
こ

と
を
専
門
的
に
担
当
す
る
主
任

児
童
委
員
が
い
ま
す
。
主
任
児

童
委
員
は
学
校
や
児
童
相
談
所

な
ど
の
関
係
機
関
と
協
力
し
て

子
ど
も
と
親
の
抱
え
る
問
題
に

対
し
て
相
談
や
支
援
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員

（任期：平成19年12月1日～平成22年11月30日まで）

氏　　名担当地区氏　　名担当地区氏　　名担当地区

進 士 保 正柿　 崎角 谷 秀 子西 本 郷臼 井 美 香 子住　 吉

植 田 一 二 三柿　 崎村 山 豊 彦西 本 郷平 井 以 久 子住　 吉

寺 川 富 春外　 浦土 屋　 榮高　 馬船 津 喜 代 子新　 田

渡 邉 政 治須　 崎村 山 勝 利西　 中山 下　 覺大　 和

長 友 末 子須　 崎井 上 滝 典中　 ２得 上 ま ち 子港

金 指 安 行原　 田鈴 木 ち か 子東　 中＊中　 央

土 屋 和 子原　 田土 屋 た つ 子立　 野金 澤 威 志大　 坂

藤 井 秀 喜長　 田臼 井 ふ く 子河　 内天 野 � 玄弥 七 喜

飯 田　 誠板　 戸小 室 由 喜 恵河　 内大 澤 光 邦広 岡 東

星 野 峯 雄吉 佐 美山 本　 進河　 内富 井　 佑広 岡 西

道 家 由 紀 子吉 佐 美村 山 登 美 雄蓮 台 寺浅 岡 美 子広 岡 西

進 士 與 一吉 佐 美坂 倉 碩 夫蓮 台 寺橋 本 紗 甫 子広 岡 西

松 下　 昭大 賀 茂山 田　 巌大　 沢堤　 　 正岩　 下

増 田 利 男大 賀 茂高 橋　 忍落 合 ･ 箕 作内 山　 剛岩　 下

渡 邉 安 之田　 牛土 屋 文 男須 原 １臼 井 利 惠 子岩　 下

◎ 主 任 児 童 委 員鈴 木 明 弘須原２･宇土金渡 邉 尚 子岩　 下

土 屋 登 志 枝浜 崎 ･ 白 浜土 屋 雄 司北 湯 ･ 椎 原白 井 文 子東 本 郷

加 嶋 五 十 鈴下 田 ･ 朝 日小 林 正 明加 増 野辻 村 公 美 惠東 本 郷

渡 邉 み ど り稲 生 ･ 稲 梓渡 邉 き く 江横 川 ･ 相 玉松 本 和 美西 本 郷

＊印の地区の委員は選任中です。近隣の地区担当委員にご相談ください。

（敬称略）
あ
な
た
の
身
近
な
相
談
・
支
援
者
で
す

民
生
委
員　
　

児
童
委
員
と
は

民生委員・児童委員

「高齢者なので一人暮らしが心配」

「子育てに自信が持てない」

「親の介護に疲れている」

こ
ん
な
時
は
ご
相
談
く
だ
さ
い


